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Ⅰ．はじめに 

 下郡
しもごおり

桑
くわ

苗
なえ

遺跡は大分市大字下郡にあり，大分

平野の南東部に位置する弥生時代前・中期頃の

集落遺跡である(図 1)。下郡付近は，旧河道が多

数認められ，この遺跡は旧河道沿いに位置し，

南北に長くなっている(図 2)。この遺跡は七歩
 ななほ

川

河川改修に伴い発掘調査が行われており，その

調査の際に，プラントオパール分析が行われて

いる。その結果，プラントオパールは弥生時代

までの層準で検出された。しかし，この発掘調

査では縄文時代の鐘崎式土器や縄文晩期の土器

も出土している。九州地方は縄文時代に稲作が

始まっており，この遺跡でも縄文時代に稲作を

行っていた可能性は十分にある。そこで，本研

究では，稲作農耕の開始時期を知るために，発

掘調査で行われた層準より下位の層準でのプラ

ントオパール分析を行い，その結果をまとめた。 

Ⅱ．従来の研究 

ⅰ)下郡付近の地形環境 
 下郡付近の地形環境については，大分県教育

委員会(1989)の中で出田が報告している。それ

によると，下郡付近では多数の旧河道が認めら

れ，その中でも太田川に近い 2 本の旧河道は明

瞭に残っている。また，旧河道に沿って自然堤

防も発達している。旧河道と旧河道，旧河道と

自然堤防との間は後背湿地となっている。 
 
ⅱ)地質環境 
 大分川下流域の低地は，東と西を更新世の堆

積物からなる小高い丘に囲まれている。また，

この地域は沖積層が広く覆っている。この沖積

層の下位には，大分層群と九重層群が堆積して

いる。大分層群は更新世前半の堆積物で，岩相

によって滝雄層と鶴崎層に分けることができる。

九重層群は更新世後期のもので段丘礫層と阿蘇

溶結凝灰岩からなっている(日高 1967)。 
 
ⅲ)プラントオパール分析 
下郡桑苗遺跡では，プラントオパール分析が

行われている(大分県教育委員会 1989)。その結

果，少なくとも弥生時代には低湿地での稲作が

営まれていたとされている。また，この遺跡で

出土した縄文時代の鐘崎式土器や晩期の土器で

胎土分析を行った結果，イネのプラントオパー

ルは検出されなかった。 
 

Ⅲ．分析方法 

今回分析した試料は，大分市下水道部下水道

建設部が管理するボーリングコア(図 1-156-5)
からサンプリングさせて頂いた。試料は上位か

ら 10cm の間隔で採取し，全 40 サンプル採取

した(図 5)。大分市が行った発掘調査でイネ科の

プラントオパールが確認されたのは，図 6 中に

示された層準である。今回はその層準とほぼ同

じ標高にあたる No.5-19，No.5-20，またその下

位の層準にあたるNo.5-21，No.5-22，No.5-23，
No.5-24，No.5-25 の 6 つの試料について分析を

行った（図 5）。No.5-20 から No.5-21 までの間

は欠損していたため，試料を採取することがで

図 1 調査地 
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きなかった。ボーリングコアについては，平成

18 年に掘削されたものであり，ほとんど表面が

崩れていた。そのため，コンタミネーションし

ないように，コアの中心部から採取するように

した。 
 分析は以下の手順で行った。 
(1)採取してきた試料を乾燥させる。 
(2)乾燥させた試料をビーカーに 1g とり，そこ

にガラスビーズを 0.02g 加える。 
(3)超音波処理を行い，土塊を破砕し，試料を分

散させる。 
(4)試料を再び乾燥させ，乾燥させた試料を

120µ のメッシュに通し，120µ 以上のものを

取り除く。 
(5)120µ 以下の試料でプレパラートを作成し，

偏光顕微鏡で検鏡を行う。 
 稲作農耕の開始時期を検討するために，イネ

属起源のプラントオパールのみ同定を行った。 
 

Ⅲ．地形分布と遺跡周辺 

 本研究では先ず，1948 年に米軍によって撮影

された航空写真を用いて，下郡地域の微地形分

類を行った（図 2）。先にも述べたが，下郡地域

は多数の旧河道が認められ，このあたりの河道

変遷が著しかったことを示している。旧河道と

旧河道の間には自然堤防があり，自然堤防以外

は後背湿地となっている(図 2)。下郡桑苗遺跡は

いくつかある旧河道のうち，東から 2 本目の旧

河道上に位置している。 

 

Ⅳ．下郡桑苗遺跡の層準 

 ボーリングコアは 156-5 のものが現存した。

加えて遺跡周辺のボーリングデータを基に微地

形分類と関連させながら地形地質断面図の作成

を行った（図 4）。A-A’断面の層序は下位からシ

ルト・粘土層，砂礫層，シルト・粘土層になっ

ている。最下位のシルト・粘土層は貝化石が含

まれており，この周辺は海の影響があったこと

が分かる。また，旧河道に付近では，砂礫層が

厚く堆積している。B-B’断面は下位からシル

ト・粘土層，砂層・砂礫層，シルト・粘土層と

なっている。砂層・砂礫層に関しては，No.156-5 
以西では砂層が，それより東では砂礫層が堆積

しており，地形分類と合わせて考えると，砂層

は自然堤防であると分かる。砂礫層の上面は下

郡桑苗遺跡周辺で凹地のようになっており，こ

の凹地は旧河道の位置と一致する。この断面図

と微地形分類を合わせて見ると，下郡桑苗遺跡

は旧河道にシルトや粘土が堆積してできた位置

にあることが分かる。そして，下位層では貝殻

片がほぼすべてのボーリングデータに入ってお

り，縄文海進期には，下郡付近まで海岸線が入

り込んでいたことを示している。 

図 2 微地形分類 

図 3 

 

図 3 ボーリング位置 
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Ⅴ．結果 
 結果を，表 1 に示す。Oryza sativa(イネ属)
のプラントオパールは，試料 No.5-19 で 8.4％
と最も多く産出している。そして，下位方向に

減少していく現象がみられ，層相が礫混じり粘

土質砂から礫混じり砂に変化したところでプラ

ントオパールの産出はほぼなくなっている。

No.5-19，No.5-20 の結果は深度で対比した時，

発掘調査の際に行われた結果と調和的である

(図 5，6)。しかし，No.5-24 に関しては，発掘

調査では確認できなかった層準から検出された。 

 
Ⅵ．考察 
 No.5-24 でプラント・オパールが確認された。

これは，下郡桑苗遺跡での稲作開始時期がもう

少しさかのぼる可能性があることを示す。今回

分析試料を採取したボーリングコアは，旧河道

沿いに位置している。またプラントオパールが

確認できた層準は，この層準にあたる時期に稲

作が行われていたことを示している。この層準

は，礫混じりの層であり，砂礫質の旧河道沿い

で稲作が行われていたことが推測できる。しか

し，この前後の層ではプラント・オパ         

図 4-1 A-A’地質断面図 

図 4-2 B-B’地質断面図 
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ールは検出されていない。またボーリングコ 
アは保存状態が悪く，コンタミネーションが起

こっていた可能性もある。 
Ⅶ．課題 
 今回の調査では，大分市下水道部下水道建設

部に既存していたボーリングコアから分析用試

図 6—3 遺跡調査区 

図 6-2 下郡桑苗遺跡Ⅲ区西壁プラントオパール分析結果 

図 5 Oryza sativa のプラントオパール分析結果 

図 6-1 下郡桑苗遺跡Ⅱ区北壁プラントオパール分析結果 

深度(m) 156-5 
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料を頂いた。しかし，時間がなく追加でボーリ

ング調査を行うことができず，試料が不足して

いる。そのため今後の課題として，ボーリング

を多数行い，多くの試料から考察していく必要

がある。また，コンタミネーションが起こって

いない試料で正確な分析を行っていく必要があ

ると考える。 
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